

























加 子 泰 彦
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































度ｗはC 1.2.3 J 式で表わされる;，
　　　　　　　　　　　１






























































































































































































































































　　　　　　Ｗ＝4 f VsC^ ＣＶ;7i－ｙｖｓ）………………………………………C1.3.5)
　　　　　　　　　　　　　　　　　Co



















































































































































































































































































































































































































































































































































































　　図1.5.21に回路時定数ＣＲが, 0.1 ^1, 0.25 z･1ならびに
　ｒlの場合の放電の起こる状況を示した。　ここに太線は
　Ｃ４の電圧を表わし，細線はＣ２の電圧を表わすものである。


















































































ＣＲ＝μCr2- ｒｌ,)２ C 1.3.28;




























劣ｨﾋﾞ実験前 0.039 ６０８ ５９１～６２５
々．　‥ ｀　0.079 ５７２ 553～591












































































(片面 言 C(4 CO 02
１ 0.3 MA (O2, 0ﾕ貼汀) 82.8 01)720 0.44 0.49 044 ０４４ ０




































































































































































































































































27.7 1.01 ，　1.00 0.75 、　0.75
16.1 1.19 ，　1.25 0.82 ，　0.81


















































































































































































































































































































１ DYNT DYNJ 左　　　し 1.08
２ DFD-24()1 DYNH 瓢首r7旨豊ylen 0.95
３ ＤＦＥμ6015 DYNH 上誕防止剤とカーボン(2.5吸)
0.98゛'■ 1.2゛“゛ 1.1゛“゛゛








































１ ポリエチレンC DYN J )■ 1.08
２ ポリプロピレン 1.36
















































































弓/e　　12 ，　　　　１２ ’ ０











































































































































































































































































































































































































































































































































｡一衣章一 圭） ( 1.4.3}
　ここに，αは図1.4.14の直線の傾斜である。…………C 1.4.2)なら





　　　　Lo = 0.35 M






= 2.09×ｌｏ“３ １／６Ｋ　ｔ T=205℃ｊ)
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3 6.2 0.076 ７０ 0.2 35.7 13.4 0.505 5.5 5.43
夕
’ 夕
夕 0.6 30.4 8.0 0.700 6.3 5.07
夕 夕 夕 1.0 41.0 11.7 1.05 2 7.5 5.90
φ 夕 ５０ 1.0 47.5 18.1 1.220 4.45 4.51
ヽ　ク 夕 ３０ 0.2 56.2 22.8 0.790 ４．６ 5.12
ク 々 夕 1.0 80.0 25.8 2.000 ５．９ 4.60
































































































８０ 々し（大気封入） 10.26 2.0 2 0.308 ４．２
々 シリカゲル 6.67 1.26 0.200 3.3
々 五酸化燐 6.42 1.19 0.193 -
ク 苛性ソーダ 10.69 3.49 0.32 ４．３
４０ シリカゲル 27.9 9.35 0.79
●－
夕 左し（大気封入） 71.3 20.4 2.02 -















シリカゲル封入 21.0 5.0 5.5
乾燥空気封入 37.6 7.9 9.0
仙匹雪燃 74.6 4.7 -
m 1.5.4　マイラの酸素中のコロナ放電による破壊までの
　　　　　寿命に及ぼす乾燥剤の影響














図I2i(a あ!ﾌ ４ ぷ£ 0.5 ４０ 8.4 1.8
夕 なし ク 夕 少 夕 11.3 ４．０
図1.2.2 あね ５ 36.2 0.6 70 9.8 4.6


























































































０ ・6.67 1.26 3.3 0.2(に
１０ 45.3 > 4.54 - 1.35
２２ 46.2 6.45　． 17.5 1.39
４６ 6 5.( 4.31 25.1 1.90

























































































































































































































































































































































































































































































































































































上　　側 下側（測定側） 0.5分値 １分値 ２分値
放電後約5時間乾
燥後（１分値）
マイラ(019関原） マイラ(019間際） 3.5 0.123 ２×１げ5 4 ×10 15 - ５ × 10"
澗こ肺４/(0.2回原) ポリェチ1/ﾝ{■Q.lm厚） 3.5 0.250 ５×１(μ 6×1012 - 1.3× 1014
マイラ（019瓢酌 ボリェグシン(0.1 w.厚j 4.0 0.370 １×１(?３ 1.4×lo" 2×10 13 ５ ×１０１４
P.V.C. (0.3胴親） ポリェチiべ:0.1回厚ﾀ 3.5 - 32× 1(i13 8 × 1013 - ５ × 10"
テフロン(0.3iH,厚） ポリこ呼レン(0.1祠厚) 3.5 - 1 × lu'' 14× 1013 22×10" ４×１０１４





































































乾燥後(１分佐)0.5例直 １分値 0.5分値 １分値
１
マイラ(OS扁助 マイラC019i!M厚)内 3.5 0.123 2.4× 1011 3.4×lo" 4.8×1013 2.8×id' 3.2×1(芦 4×1♂
夕
タ　　　中 ク
4･ 6 × 1013 8×1013 2×1014 8×1(jt3 1　×1(j14 1×1♂
ク
4･　　外 ク ク






5.0 0.125 5.2×1♂ 9×108 5×109 一一 - 3 × 1013
夕 。　　中 ク 夕 4.4×1010 4.4×1010 4 × 1010 - - 3 × 1013






４．０ 0.110 1.8×lo" 2×10" 4 ×1(J11 - - 7 × 1014
夕 。　　中 夕 夕 1.2×1012 1.6xl0'^ 5×1012 - - 1016く
夕 ク　　外 夕 ク 6.8〉く1013 1.2×1014
2 × 1014


















































　　(図1.5.15電極使用，間隙長０.４　im, 7()C4kV, 1.5 kc )
試　　　　科 表面固有抵抗飽和値（Ｑ）
上　　側 下側（測定側Ｊ 0.5分位 １分値
放電後約5時間
乾燥後（1分ｲ幻
マイラ（oﾕ９回厚.） マイラ(0.19皿厚.） 2,8×1(?3 2.7×1(j13 2 × 1014
























































（図1.5.15電極使用，たゞし上面はＵ.I HIマイカ，間隙長IWIL, 70℃. 4kv.;
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.5 kc




Ｏ l.8 × 1013 2.4×1U13 ５ ×１０１３
２ 夕 夕 ６０
２．８ ×１０８゛゛ 3.4×108 ４．４×１０８
３ 少 蜃素ガス ０ 8　×1013 1.2 × 1014 ４ ×１０１４
４ 夕 夕 ６０ 4.4×108゛゛ ５）く１０８ １×１０９
５ ・夕 々 ６?゛ 5.5×106 8×106 ２×１０７‘
６ マイラ
（0ﾕ9部厚j 空　気
０ 1()16＜ 1016＜ 1016＜
７ 夕 々 60 2 ×108 6 ×108 ８ ×１０８
８ 々 窒素ガス Ｏ １()１６＜ 1016＜ １い16＜
９ 夕 々 ６０ 3×1010 ‘3.6×10'° 5 ×1010
10 テフロン
　( 0.3M厚J 空　気
Ｏ lol覧 10 16< 1016＜




12 ク 蜃肖ガス Ｏ 1016＜ 10 16＜ I016＜
13 夕 夕 ６０ 4.4×1(}13 6 ×1013 1014
14 ク 4f





















































































































　　　（図1.2.2電極使用，間隙長0.6 rm, 70℃. 5k＼^ 1.5kc)









０ 32.2 1.14 ７１ 19.2 １４
２ 々 φ 17 ク 1.19 １６１ 33.6 ２０
３ 夕 ク ．１７゛゛ ク - ２１１ 20.9 22.3
４ 々 窒素ガス ０ 4p 1.26 ２５１ 28.0 １２
５ 夕 夕 17 夕 - ２６１ 36.4 １６
６ 4･ 々 １７゛゛ 4･ - 570 36.9 ３０
７ ﾎﾟﾘｪﾁﾞﾚC/
　co.i 厚） 空気 Ｏ 35.2 0.92 95 9.3 ２０
８ 〃 夕 17 々 0.95 １０４ ‘17.1 ２５
９ ク 夕 17“ 4･ - １１０ ll.( -
10 々 窒素ガス Ｏ j夕 1.02 １９２ 5 5.0 ８
１１ ･少 々 17 夕 - ２２５ 64.4 １５
１２
々 々 (}斧 夕 - ５２５ 41.4 -
13 ク 夕 １７゛゛ ク - ５９９ 103.5 ２５
14
テフロy
C 0.3 w厚j 空気 ０ 14.6 0.32 69 3 0.3 -
15 夕 夕 17’ ク - 70 24.6 -
１６
夕 4･
１７゛゛ ク - ９３ 22.4 -
17 々 窒素ガス Ｏ ク - １７２ 48.8 -
18 ダ ク
１７゛゛
































































　　カゲル入J，間隙長0.6 ia, sky　1.5kc ;




































マイラ･ 0.076"･ 0.6 3 0.4 8.0 0.7 6.3
ク 0.15 夕 175 71.5 2.16 16.0
夕 ’0ﾕ９×２ 夕 ‘1535 ‘186 11.0 90.0
ポリこ呼レｙ 0.1 夕 １０５ 23.6 0.92 16.5




















































































































































































































































































　　　　　部外３→５ ７０ 0.6 35.8* 7.25 7.9
５ ７０ 0.6 31.3 10.7 5.9
図I.ZI(a)
　　　　部外部2→3.5 ８０ 0.5 28･.6“ 3.2 -





















３→５ ゛゛゛゛ ２２ ２゛゛ 5 6.5 133 ２８

































































































0.0 76 0.2 19.9 5.09 0.556
々 0.6 14.7 3.32 0.485
々 1.0 21.6 6.71 0.526











　　　間隙長1 WIL, 70℃, 5kV, 1.5 kc )
ｋ スペーサの種類 寿　命　勝り
１ ガラス（パイレックスj） ４３ ４３ ４３ ４２ ４３ ４３
２ ポリエチレン ５ 05 １ ３ ２ ２
３ マイラ ４４ ８ ･４４ － - -
４ ポリエチレン，側面カーボン ４５ ２ １９ － -
‘　５ ポリエチレン，側面シリコーン ３ １ 05 - － -
６ ガラス，側面シリコーン ５２ ４８ ３０ - - － ¶
７ 金　属 ４５ ５２ 50 ５６ ５２ ５２
８ ポリエチレン ８８ ．６９ 67 - - -





























































































































































































































































































































































































































版 絶　　　緑 平均厚(闘ﾆ) 寿　命　（hj）　　　平均
Ａ 無処理10枚 0.549 14.5　16.1　14.1　15.4　18.2 15.G
Ｂ 夕　　　１２夕 0.661 21.1　16.1　20.5　22.4　2 2.3 20.5
Ｃ 夕　　　14々 0.776 33.5　33.4　33.5　29.3　30.3 32.0
Ｄ シリコーン処理10枚 0.593 49.0　39.5　44.3　45.4　92.3 54.1
Ｅ ﾉﾀ　　　１２‘･夕 0.720 ５１８　２１２　４２０　３０５　　４０３ ３７２

































































































































































































































四 12.6 11.9 11.9 lU.l 14.2 11.0 10.9 11.2
(則 0.229 U.189 0.219 0.174 0.25 7 0.205 0.214 0.234




(kV) 26.5 19.5 21.5 28.0 20.0 18.0 2U.5 20.5
(則 叩73 0572 0.656 U.65U 0.518
　　　　　斧0.55 0 0.462 0.588




(kV) 12.4 8.6 2.1 6.9 2.1 - 2.2 2.2
(匈 (!324 (t.3J7 0.326 0.353 0.3 40
- 0.359 0.367




















































































　　　(2) A, Bはm2がｏがらびに0.00 9 Mの時
　　　　　M2が破壊する限界のmlの値を示す。
　実験結果は印加電圧5kｖにお少,て,m2 = ()ではmlエ1.5ミ，レ( 01)38





















試料状態 印加電圧kkv） コロナ破談寿命ch; (平均］
一括積み重ね
　図1.7.9 (a)
'．　６．０ 3.6 2.3 3.3 3.1
5.5 11.0 10.5 9.8 10.5
交互積み重ね
図1.7.9 (b)
6.0 8.7 9.3 10.0 9.3






























































































































































































































































































































　　PO-30 0 0 0単独の絶縁油と，Ｘχヘビーオイフレをベースとして






































































































































































































































































































































































































































































































































































































歿 ノ ／ ／／




































































































































３１ ８８ ４．５ 6.4
4怨府お
　(80℃)






































０ ２０ ４０ 60 80　　100
　　　　　放電エネルギー（kWh／ｊ）












































































真　空 真　空 寂　空 真　空
H2 GO.O 6 9.4 7 8.0 6 0.6 6 2.0 6 3.0
Ｈ２０ 2.2 2.2 0.6 0.4 0.2 ＼0.3
NzorCO 1 8.6 9.2 0.4 0,0 1 7.0 8.4
02 2.0 -呪） 原(? 0,ひ 0.0: 2.0
Ｃ０２ 3.2 0,0 一回 0.0 4.0 0.0
ＣＩ一群 1 1.5 1 4.0 1 3.0 1 1.0 1 1.0 12.0
Ｃ２一群 2.0 ４．６ 6.0 2 0.0 5.0 1 1･0
C3一部 0.5 0.6 1.0 6.0 0.7 3.0
Ｃ４一群 顛 旬 1.0 2.0 0.1 0.3


































































































































































lap ) (突き合せ間隙O～0. 3 M )とネガテイブラップ
Negat i ve ｌａｐ）（突き合せ間隙約１回）との２種とし，含
浸油は表2.3.1に示す４狸のものを使用した。　ヽまた印加電
圧は絶縁最外層にあるポイドまで放電する電圧として8 kV






茄 営侵陶 粘度（ｾｰﾎﾞﾉﾚﾄ秒. 100℃）
１ χχヘピーオイル　　　． ９２
２ XXヘピーオイノレ十ＦＦロジン（３０５芯） １７７


















































































































































































































　　　　　　ｏ :　8 1･:V 160 9&印加












言 8kV , 160% 8 11V ， 6 0 % ovＢ Ｎ Ｂ Ｎ Ｂ Ｎ
１
0.1 25 6.6 6.2 6.4 6.5 6.2 6.0
0.100 6.4 6.2 6.1 6.2 5.5 5.0
２
0.1 25 6.3 ６．１ 6.1 5.7 5.5 5.3
０．１００ 6.4 6.0 6.1 6.0 5.5 5.5
３
0.125 6.8 6.0 6.7 6.0 5.2 5.8
0.10 0 7.1 5.6 6.9・ 6.1 5.9 5.0
４
0.12 5 6.9 5.8 6.9 6.5 ５．４ 5.8
















硯　　因 変動 自由度 不偏分散 分散比




紙　巻(L) 84,500 １ 84.5 0 0 2 2.3 0 8゛゛
電　圧(E) 10,125 １ 10.1 2 5 2.6 7 3
OxP 9,625 ３ 3.2 0 8 -
Ox L 113,250 ３ 37.7 5 0 9.9 6　岑岑
Ox E 11,125 ３ 3.7 0 8 -
PX L 1,125 １ 1.12 5 -
PX E ０ １ ０ -
LX E 6,125 １ 6.1 2 5 -
3,4電交互作用 49,250 １３ 3.7 8 8 -



































































































































































































































































































沢 ４ ６　　Ｆ 10 １３ 禄　１ ６　　１８ (Ｗヒ





























































































































































































































































































ヤ 千 　心臓 七心 ＼ぶ 4μこ=。､．
































































・１ １７０ ２７０ 1.3 0 ３９２ 2.7 0 あり
２ １５０ ２９７ 1.6 0 ４１３ 2.2 0゛ 〃
３ ５０ ２２３ 2.7 0 - - Z/
４ １４０ ２２７ 2.4 0 ２７４ 2.8 0 〃
５ １６０ ２２０ 1.4 0 ３５６ 2.7 5 〃
６ ６０ ２９７ 2.7 0 - - ﾉﾌ
７ ，７０ ９６ 2.2 5 ２３６ 2.2 5゛ 〃
２．９
８ ８０ 134 2.9 5 - -一一 あり
９ ８０ １４５ 2.9 0 - - /7
１０ ２０ ２５ 2.9 5 一一 一 な　し
１１ ４０ １３４ 1.6 0 ２９２ 3.0 0 あり
１２ １０ １２３ 1.6 5 ２８３ 3.4 0 な　し
１３ ４０ ょ９２ 3.5 0 - - Z「









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ 標準油 1 2.7 、110 1.5 7 * 60,58,(65)
２、 〃 1 9.1 ９０ 1.0 0 55,(60ﾆχ57
３ n 2 5.4 ７０　’｀ 0.08,0.3 7゛゛ -
４ 高粘度油 1･2.7 ８０・ 0.04 42,42,48
５　・
μ
1 9.1 ８０’ 1.17 35,38,40






















１ 高低差10m,上半分 ９０ 1.2 5 47,50,
２ μ　　　が　下半分 ８０ 0.5 ４５，
３ μ5 771， １００ ０．９０ｔ 48,52,(58)
注出　ヒートサイクル，電圧印加日数は480日
　　(2) (　内の値は破壊点近くの温度である


























水平 標準油 ０ 3 1.4
〃 〃 　 　 ’ 1 2. 7 2 8.7
〃 〃 1 9.1 2 8.8
〃 .// 2 5.4 2 8.6
〃 高粘度油 ０ 3 0.1
〃　， 〃 1 2. 7 2 7.0
〃 〃 1 9.1 2 9.6
〃 〃 2 5.4 2 8.0
垂直 標章油 ０ 2 9.4
z･上 Z/ 1 2. 7 2 5.8
べ /7　中 〃 〃 2 6.4
プ　下 〃 /y 2 6.3
　　　　　岑岑。下 〃 〃 2 7.4
　　　　　　岑岑岑ﾚ
j=こ /Z 〃 2 6.8
4と /7　中 〃　　・ 〃 2 9.0


























































































































































































































（51堀井　：　電学誌　旦!!　iVS8 5 6　５９ （昭35-1 )
(6) J･.H.Ivlason　：　Ｐ｡I.E.E. 98 pt ｌ ４４　(1951)
　　　　　　　　　　　-
（７トD.V/.Kitchin ： E.E. 218 ( 1958 )
(8) P. R. Howard　：　Ｐ． Ｉ .E.E. 9 8 Pt II　365 (1951)
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(9) D.M.Robinson　：　J.I.E.E. 77　90 (19 3 5)
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tt2)T.Rumnel　: Wi ss, Veroff. Siemens･19 278 (1940)
Ｕ３）原，平林　：　電学誌　8 0 A'J865, 1454 (昭35-10 )
㈲　J.H.Mxson ： Ｐ．Ｉ･E.E. 102 Ptc 254(1955)
旧　加子　.:
Q6)加子　：
日立評論.＝jjし屑６　6 46 (昭35-6 )
電気絶縁物の耐コロナ性シンポジウム予稿，電気学会放
電専門委員会　P62(昭34-1 0 )　　　｀　∧
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